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生 物 資 源開発技術

一世界の動向と 沖縄の役割

図・館艮圃府由佳弘

t 生物資揮の待つ怠緩

有固な鉱物置源花代わって、理境と調和して値えば再生可能えま生物質飯のllIJ!I!的低利用の必要性
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る企業の愈欲も強制で広範である。例えば、徹物盟副震の率11m醐揖1<闘する γ ンポジウム 1<，従来聞

係白なかった升野の大手の企業が多融集まるのはその聞であろう.生物置棟割どのような使われ方

をされようとしているかを大きく分けると、①世索孤として，<ll新しい機能を求めて@会制源の
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も認識されてきた ζ とでも端的K示されるように、エネルギーを生物あるいは生物を利用して得ょ

うとするものであり、またかつて生物崩潰が可能なプラスチックの開発等花見られたように新しい工

業原料を得ょうとするもので、とのいずれも従来炭素源を石油から得てきたものを生物体からもと

れを得て原料供給構造を再構築しようとするものである。@はインシュリンやイ yタープエロンに

みられるような医薬等生理活性物質、あるいはバイオリアクタや生体模倣技術、さらKはバイオチッ

プのように従来の技術では得られない機能を持つ材料の生産あるいは生産効率の増大を目指すもの

であるo@はある意味では最も重要な分野で、人類の生存lとかかわるものであり「種子を制するも

のはu!界を制するJという言葉に端的に表れている。

2. 外園、特に東南アジアのバイオテクノロジーに係わる動向

以上のいずれ比おいても、その技術開発のカギを握るのはバイオテクノロジーであり、バイオイ

ンダストリーの主導権を握るのはこれを手中にしている者である。そ ζでバイオテクノ口ジーにつ

いての世界の動向を把撮しておく必要があるが、その再先端を行く米国の動向lとついては多くの情

報があり、また我国の技術が日々米国のそれと差を詰めている乙とは先日の"バイオ85'ジャパン"

(国際会議〉の報道等からも伺われるとおりで.こ乙で論じるまでもない。乙1こでは沖縄とアジア

という観点から東南アジア諸国の情勢についてインドネシアとタイを例にとって紹介する。

両国はその枝術水準lζ多少の差はあるものの、その実態は研究者の絶対数の不足、研究費の不足

とバイオテクノロジー推進は、むしろ今後の努力にかかっている。両国にとって現在最大の関心事

はバイオテクノロジーの産業化への模索にあり、当面すぐ利用できる技術に関心を持っている。す

なわちバイオをテコにした工業化への途の模索である。一方両国ともバイオテクノロジ一発展にお

ける遺伝資源の重要性に対する認識は十分に持っており、ジーンパンクの拡充も検討されている。

すなわちバイオテクノロジー展開花伴い、既存のジーンパンクの活用、さらにはその機能の拡大に

ついても多大の関心があるo したがって、例えばタイが持っているバイオテクノロジーセンタ構想

においてはジーンパンクの新設よりも既存の施設の活用と拡大が中心となろう o 両国のおかれてい

る自然条件が異なるので、バイオテクノロジーの対象となる生物資源の内容もやや異なるo共通し

ているのは例えば経済作物としての関心である。インドネシアはたとえばココ、オイルパーム等、

タイは例えば果樹、キャッサパ等である。

3. 生物資源の南への依存と協力

生物資源の最大のものは現在のと乙ろ食糧であるので、乙れを例にとってみても我県はその大半

は外国K依存しており、しかもその中で米国一国に依存していると乙ろが大きい。これは国の安全

という面からいっても不都合なばかりでなく、地球の裏側から運んでくる経費も国民の負姐となっ

ている。一方、日本の近く、特ι仲縄の自の前にある東南アジア諸国は食糧源lと限らず、その気象

特性を生かせる豊富な資源の潜在生産能力を持っており、今後我国としては乙れらの諸国K依存す

ると乙ろがますます大きくなろう。その際に資源収奪の誹りを受げるととなく、それらの国々でも

十分な経済効果が得られ、しかも燥境を保全できる技術を開発し、その技術を移転し、両者がとも
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に利益を受けられる態勢をとっておかなければならない。特iζ東南アジア諸国が望んでいる技術は

エレクト dニクス、バイオテクノロジーであり、その周辺技術を含めて資源を開発する協力態勢が

求められる。

しかし、乙乙で考えておかなければならないのは、およそ技術というものは、それを適用すべき

地域の自然・経演・社会的条件、さらには歴史的背景すらも考慮しなければならないものである。

移転すべき技術ω開発の場、実証の場として類似の地域が必要なのである。

乙のような意味から日本の地理的特徴を見てみると、北は宗谷岬(北緯45度30分)から南は波照

間島(北緯24度30分)と幅広く、先進国で乙れだけの広範にわたっているのは北半球では米国と日

本だけで、生物資源、特区植物資源の保存と関連技術の開発Kは恵まれた国であるとともにその国

際的責任も大きい。その中でも、我国が東南アジア諸国との共同開発を考える時には、我国の最南

端である沖縄の責任は重く、またこれを認識して、単に地域の技術としてではなく国際的な技術を

開発するという意識を持って進めて行く必要があろうo

4. 生物資源開発のシステム事例

生物資源の開発K際しては資源の潤渇や環境破壊を招かないよう十分な配慮をすべき乙とは既に

広く論じられているが、そればかりでなく、他産業と有機的に結合した総合システムとして開発す

る必要がある。その事例として沖縄で提唱されているサトウキビの総合利用システムの例を以下K

紹介する。

国際的な糖価の下落でいずれの地域でもサトウキピ栽培は危機に瀕しており、我国でもコメ同様

大幅な補助を得て成立っている由しかし、サトウキピはC4植物であり、そのエネルギ一代謝効率は

高く、しかもその栽培体制は確立しており、 ζれを見捨てることはできない。問題はサトウキピを

燕糖だけの原料として考えるととろKある。サトウキピからは様々な付加価値の高い物質が得られ

るととが知られており、乙れらの物質をパラパラに生産するのでは必ずしも有効でなく、他産業を

も含めたトータルシステムとして構成する必要がある。その例が下図K示すものである。サトウキ

ビ・は世界的にはジャガイモft::次いで第6位の作物であり、乙のシステムが実現されればその波及効

果は大きく、沖縄にとっては地域の有力な産業として、同時に世界的K見ればその技術実証の場と

する乙のシステムを開発する乙との意義は大きい。

サトウキピに限らず、今後生物資源開発および実証の場として沖縄の役割は重大であるが、単lζ

議論だけでなく、ささやかなものでも実用化の技術として積み上げて行くべき段階Kきている白
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サトウキピを中心とした未利用植物¢

多目的高度利用システム
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国連寄託図書館 (UnitedNations Dipo侶ito ry Li brary ) 
に指定される

昭和61年 4月7日付ハマーショルド図書館長からの書簡で附属図書館が国連寄託図書館に指定さ

れた旨の連絡がありました。

これは、昨年7月以来取り組んできたもので、今回の指定 CFul1 Depos1t)を受けたとと花

より、議事録等公式記録類、条約集、国際統計等調査、報告書類など国連発行の全刊行物が継続入

手できるよう忙なります。従来より積極的に収集してきましたアジア関係、 OECD、UNESCO

及びEC(昨年11月R:指定)'1::国連資料が加わる ζ とになり、国際資料の強化充実が図られる乙と

}となった。

琉球大学附属図書館の中央館を「志喜屋記念図書館」

と呼称する ζ とについて

昭和60年4月16日開催の「移転完了記念祝賀行事企画委員会jにおいて、首里キャンパス時代か

らの歴史的連続性を示すため花、附属図書館を首里キャンパス時代と同様「志喜屋記念図書館Jと

呼称するととについて答申がなされた。

首里キャンパスにあった志喜屋記念図書館は、初代学長志喜屋孝信博士の功績を讃えるために設

立されたものであった。その設立には開学記念文摩基金(有志者からの寄附金)、また 1鍵 1ドル

の景品付宝くじ22万本を発行した益金や、海外同胞の寄附金等、資金集めに関係者は並々ならぬ苦

心をした由であるo 設立後は乙のような経緯から、大学図書館としてだけでなく、一般市民にも公

開した図書館でもあった。現在でもその伝統は受け継がれ、地域住民との関りが深く、学外者の利

用が多い。との由緒ある「志喜屋記念図書館Jの名称を新図書館に引き継ぎ、多くの人々に「志喜

屋記念図書館Jと呼称されるようにとの願いをとめて、図書館正面玄関に、次に掲げるような文面

の銘板が設置された。

銘板設置の経緯

昭和60年4月16日開催の「移転完了記念祝賀行事企画委員会jで附属図書館の呼称、について次の

ような答申がなされた。

旧キャンパス時代からの歴史的連続性を示すために、附属図書館を首里キャンパス時代と同様

「志喜屋記念図書館jと呼称する。

昭和60年9月19日開催の「部局長会Jで附属図書館を「志喜屋記念図書館」と呼称するための申し

合せが了承された。

60年9月24日開催の「評議会」で報告了承された。

昭和60年10月25日 安次富教授(教育学部)に銘板の製作に伴う指導及び助言を依頼。

昭和61年 3月15日 銘板の取付け

昭和61年3月27日 銘板の披露会

出席者:嘉陽安春御夫妻(夫人は志喜屋先生の令嬢)、学長、図書館長、安次富長昭教授、図書館

職員 5名。
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国 立 大 学 図1'1館協議会貨の受賞決まる /

削和61年度国立大学園暫館協E担金賞の畳置決定通知{昭和制作 5月20日付〉が5月30日に届L、た。

ζ の乙とは、瀬名波祭事前町民により仲縄問岳町科目踊の崩事に制する図嘗館活動の聾績と して

権問されたものが認められ. ζの且f白量買とえ込った.

当館では歴代館民の佑噂のもと、平良車仁前'11務長を中心に班際大学のユニータはコ レタシ冒ン

として 永年にわたり沖縄問係官科の収集lι観意勿力し.帯徴されてきたもりで、乙れらの自制の

符嗣紅白揖輯戒に対するlIi揖安讐懸四係畏を中心とする多〈の噛11の尽力が評価されたものである.

〔お知らせ〕

宜削休暇中の図曹館~1I11 について (7 月 !日 〈火 ) -8月30日(土)) 

出 '臨時 間 lli ~I 貸出

月、金 8 : 30.....17 同 期間 6月21日 (土)-8月30日 (土}

土 8 : 30-12: 30【日曜 ・際臼は閉館} 返却B 9月12日(金〕
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<図書館業務電算化通信 No.2> 
F AI R S l<=よる雑誌情報の検索サービスの提供について

鶴岡知昭

附属図書館では、昭和57年度より過去4年聞にわたり、館内業務の電算化を進めて利用者へのサ

ービス向上K努めてきましたが、乙の夏lζは、情報処理センターの機器の再編成に伴い、図書館用

ソフトウェアパッケージ ILISを導入するととになりました o 1 L 1 Sは大学図書館や大規模な

公共図書館向きに開発された図書館業務機械化のためのソフトウェアパッケージ群で、図書受入、

雑誌受入、目録作成、目録検索、閲覧の各パッケージからなっていますロ

一方、乙うした電算化によってもたらされた大量の情報が蓄積されるようになってきたのですが、

逆に、多くの情報の中から、自分の希望する情報のみを得るのは容易で・はなくなってきました。館

内においては、雑誌情報の検索には、乙れらの業務用のシステムを利用する乙とができるのですが、

誰でも自由に、利用できるわけではありません。図書、和雑誌、洋雑誌とも、すでに冊子体目録と

しても利用していただいていますが、 ζれを情報処理センターの情報検索システムにのせて利用す

る乙とができれば、キーワードやその他の情報を利用した、多様な条件検索が可能となり、情報処

理センターの利用者であれば誰でも、学内全域から乙のサービスを受けることができるようになり

ます。今回、学術情報センターに蓄積している雑誌情報のうち、琉球大学の所蔵分を、情報処理セ

ンターの大型計算機上K準備するととができましたので、試験的に公開することになりました。

現在、詳しい利用方法のマニュアル等を準備している最中です口当面、すでK筑波大学のUTO

PIAやFAIRSの利用経験がある人は、次のようにして、和雑誌と洋雑誌の検紫サービスを開始

する乙とができます白

READY 

IRS 

ENTER DB NAME ZASSlまたは MAGAZINE

〈つるおか ともあき:情報処理センター講師)

61年度国立学校事務電算化基幹要員研修会 (A)，ζ参加して

本郷清次郎

5月13日から22日まで、筑波大学山中湖共同研修所、国立青少年センター、文部省の 3会場で実

施された文部省主催の上記研修に参加した。就任後 1年未満の情報処理系の係長を対象とし、国立

学校における事務電算化を推進するための基幹要員の電算処理その他の情報処理に関する資質の向
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Lを図る乙とを目的とする研修であった。

研修内容は、(1)事務電算化の動向、 (2)電算機概論、 (3)プログラミング、(心プログラミング演習、

(5)オペレーティングシステム、 (6)事例紹介(共済組合短期給付事務システム、予算執行管理事務シ

ステム、教務事務システム)、 (7)システム分析設計、 (8)システム設計演習、 (9)データ通信、仰電算

機の運用管理、(11)電算機実習などであった。

10日間という長い研修であったが、学ぶ乙とが多く、かっ棄しい研修であった。

特に、 COBOLプログラミングやフロJーチtヤートなとの標準技法という乙とについて、その意義や

方法Kついて知り、更にそれが大きな実効を持っている乙とを知ったとと、また電算機の運用管理

lζ関して実例を示されながら説明を受ける乙とができた乙となどは大変に有意義であった。

これらの講義lζ疲れ、目を窓の外にやるとそ乙には富士山が、あるいは霧の流れる山中湖が見え

る、という中々に素晴しい環境を満喫したり、また日曜日には歩いて山中湖を一周した乙となど楽

しい思い出もある。加えて北は北海道教育大学から南は鹿児島高葛，-至るまで、新たに40人近い知

己を得たことも大きな収獲であった。

3月6日(木)

7日(金)

15日(土)

19日(水)

4月1日(火)

2日〈水)

3日〈木)

9日(JJ<)

10日(木)

17日(木)

21日(月)

22日〈火)

23日(水)

24日(木)

〈ほんごう せいじろう 学術情報係長)

図書館業務電算化日録
昭和61年3月......5月

富士通との打合せ

図書館電算システム運用ワーキング(第 7回)

富士通との打合せ

図書館電算システム運用ワーキング(第8回)

学術情報係発足

情報処理センター電算機パスワード切替え

NTTへ第 2薗パケット交換サービス申込み

学術情報センターシステムとの接続手順説明(医学分館)

ワーキンググループ電算班会議(第 l回)

富士通との打合せ〈第 1回〉

富士通との打合せ〈第 2回)

NTT第2種バケッ卜交換サービスKよる 101S接続完了

利用者マスター(学生)年次更新

閲覧サフ。ク'ループ打合せ〈第 1回)

富士通との打合せ(第 3回)

雑誌受入サプクツレープ打合せ〈第 l回)

-8 -
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25日(金)

28日(月)

30日(水)

5月2日(金)

雑誌受入サプグループ打合せ(第 2回).

ワーキンク。グループ電算班会議〈第 2回)

富士通との打合せ(第 4回)

雑誌受入サ 7~グループ打合せ(第 3 回)

目録作成サプグループ打合せ(第 l回)

6日(火) 閲覧サプク)レープ打合せ(第 2回〉

目録作成サブグループ打合せ(第 3回)

7日〈水) 雑誌受入サブク"ループ打合せ(第4回)

8日(木〉 閲覧サプクツレープ打合せ(第3回)

9日(金) 目録検索サフーク叩ループ打合せ(第 l回)

12日〈月) 雑誌受入サブグループ打合せ(第 5回)

学術情報センターへ目録所在情報サービス利用申請

vol. 19 No.2 1986 

本郷学術情報係長、国立学校事務電算化基幹要員研修会へ参加(山中湖町〆東京、

22日まで〉

13日〈火) 閲覧サブグ司ループ打合せ(第 4回〉

14日(水〉 雑誌受入サプグループ打合せ(第 6回)

15日(木) ワーキンググループ電算班会議(第3回)

16日(金〉 富士通との打合せ(第 5回)

19日(月) 雑誌受入サプグループ打合せ(第 7回)

21日〈水) 雑誌受入サプグループ打合せ(第8回)

23日(金) 雑誌受入サプグループ打合せ(第 9回)

27日(火) 閲覧サプクボループ打合せ(第5回)

FAIRS試作デモストレーション

28日(水) ワーキンググループ電算班会議〈第4回)

29日(木) 富士通との打合せ〈第 6回)
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「平良文太郎文庫」リスト (2)
Tennyson， Alfred 

saUads and other 

poems.London. Macm i llall， 

1892. 347p. 18cm. 

931-TE 

Tennyson， Alfred 931-TE 

Becket and other plays. 

London. M acm i 11 a n， 1888. 

428p. 18cm. 

Steinbeck， John 938-ST 

The ComPlete worJis of 

John Steinbeck，voLI-20， 
ed. by Yasuo HasllIguchi. 

Kyoto， Rinsen Book. 1985. 

20v. 22cm. 

Emerson， Ralph Waldo 133.92-E:o.1 

The ComPlete works of 

Ralf Waldo Emerson， v.l-
12. Boston， Houghton 

Mifflin， c1903-1917. 12v 

Tennys 50n， Alfred 931-TE 

Demeter and other 

poems. Londoll. Macmillan， 

1893. 367p. 18cm. 

Tennyson， AI fred 931-TE 

Enoch Arden and in 

memoriam. London.Ma・

cmillan. 1982. 184p. 18cm. 

Carlellan， Angel 930.28-CA 

Hemingway and the 

Hispanic world. Ann 

Arbor. UMI Rpsparrh Press. 

cl985. xvi， 327 p.24cm. 

Tennyson. Alfred 931-TE 

Idylls of the king. 

I.ondon， ~Iacmi llan， 1891. 

421 p. 18cm. 

ArnoJd. Matthew 

The Works of Matthew 

Arnold， v.1-15. de Luxe 

ed. New York. AMS Press. 

197Q-. 15 v. 22cm. 

938-AR 

T ennyson， A I fred 931-TE 

Poems I. Lon don， 

lVlacmillan. 1892. 313p. 

18cm. 

Tennyson. A1fred 931-TE 

Poems II. London， 

Macmi1lan， 1892. 317p. 18cm. 

Dickens， Chares 933-DIC 

The Postumous papers 

of the Pickwick CJub. 

London. Nott i ngham Court 

PreS3， 1979. xiv. 609p. 

22cm. 

Tennyson. Alfred 931-TE 

The Pr泊cessand Maud. 

Londl)n， Macmillan， 1892. 

230p. 18cm. 

Tennyson. AlfTP.d 931-TE 

Queen Mary and HaroJd. 

London. Macmillan. 1892. 

327p. 18cm. 

Le¥'ao. RonaJd 930.2-LE 

Renaissance minds their 

fictions. Berkeley， Univ. 

of California Press，1985. 

xxiv， 446p. 22em. 

Pope. Alexander 938-PO 

The Works of Alexander 

Pope; including sevral 

hundred unpubJished let-

telも andother new mate-

rials. v.1-10. new ed. 

London， .John Murray， 

1871-1889. lOv.23cm. 

-10-

Dryden噌 John 938-DR 

The Works of John 

Dryden， v.1-18 

Edinburgh， T. and A. 

Constable， 1882-1893. 

18. 24cm. 
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大型コレクションの利用案内について

乙の度文部省から、中国方志叢書第三期(台湾地区)について昭和60年度全国共同利用図書購入

費の配分を受け、下記のとおり整理が完了しましたので、ど利用下さるようど案内しますロ

中間方志叢書塞 糟 地 区 第1貌~第102蹴

華北成文出版社 中華民国72~73 (1983~1984) 

内容:

第 1鋭塞鴻省壷潤府志 1--4 第25蹴 グ 新竹願志初稿(全)

苗栗際志 (全)

樹杷林志(全)

第 2蹴 P 増修聾糟府定、 1--5 第26蹴 グ

第 3挽 P 重修福建蓋構府志 1--41第27蹴 が

第4蹴グ

第 5挽 H

第 6挽 H

第 7挽グ

第 8貌グ

第 9競 が

第10親グ

重修壷構府志 1へ6

繍修聖糟府志 1........6 

華潤通定、稿 1.......10 

諸羅勝志 1.......3 

聖轡勝志 1........3 

重修蓋鴻鯨志 1.......3 

績修牽橋勝志 1......4 

第11強

第12蹴

第13貌

第14蹴

第15挽

グ 績修蜜糟勝志 1........4

P 績修肇鴎勝志 1........2 

H 鳳山勝志 1........3 

が 重修鳳山県系志 1""4 

グ 後水臆志 1.......4

第16鋭 グ 彰化勝志 1--4

第17披

第18腕

第四抗

第20競

第21蹴

第22蹴

第23蹴

第24貌

11 

11 

// 

11 

// 

1/ 

11 

11 

彰湖紀略 1........3 

膨湖繍編 〈全)

語審湖麟志稿 1--3 

彰湖麟志 1........3 

鴎璃蘭志略 〈全〉

噛璃蘭聴志績補 〈全)

暗弱蘭聴志 1........3 

恒春勝志 1........2 

第28挽墓潤省苑裡志 (全)

第29貌 が 蓋糟采訪問 1........3

第30挽 H 新竹儒采訪朋 1"'3 

第31披 が 彰化節孝加(全)

第32貌グ

第33蹴グ

第34践が

第35蹴

第36蹴

第37蹴

第38枕

第39~虎

11 

11 

// 

11 

11 

雲林勝采訪加 1--2 

鳳山!瞬采訪朋 1--3 

壷東州采訪修志朋 (全)

嘉義管内打舗各室采訪加(全〉

安平豚雑記 (全)

基鴻府賦役朋(全)

液新鳳三鯨簡明細、括圃加(全)

新竹原系制度考 (全〉

第40挽 が 流求興鶏館山 (全)

第41蹴グ

第42蹴グ

第43?il見 H

第44蹴グ

第45挽が

第46践が

第47挽グ

第48挽グ

-11ー

康隈福建通志憂糟府 (全)

壷潤府職方葉編(全)

道光福建通宏、蓋構府(1.......2 ) 

民闘福建通志憂鴻資料選1.......2

肇時紀略集刊 (全)

稗海紀遊 (全)

肇海使握録 1.......3 

牽海見聞録 (全)
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第49蹴 11 小琉球漫誌 (全) 第76蹴 11 嘉義鯨志 1"'9 

第50強 11 海東札記 (全) 第77蹴 点F 蓋甫市志 1 "'16 

第51披 11 蓋潤定、略 (全) 第78競 11 肇甫勝志 1--5 

第52貌 11 東桂紀略 (全) 第79蹴壷濁省高雄市志 1--9 

第53披 11 東蹴識略 (全〕 第80蹴 11 高雄勝志稿 1"""9 

第54貌 11 肇尚紀事 (全) 第81挽 11 界東鯨志 1--6 

第55挽憂 精 省 東観紀事 (全) 第82競 11 宜蘭勝志 1 --10 

第56貌 11 重要腸見聞録 1.......3 第83蹴 11 花蓮勝志 1.........9 

第57挽 /1 蓋潜雑記事室刊 (全) 第84挽 If 蓮東勝志 1.........3 

第58蹴 11 基構府興圃纂要 1'""3 第85蹴 11 ~湖麻誌 1--4 

第59蹴 11 蓋碕輿闘並説 (全) 第86蹴 11 憂構省通志館館刊 (全)

第60蹴 11 壷湾地輿総園 (全) 第87挽 11 文献専刊 1........ 4 

第61蹴 /1 海国間見録 (全) 第88挽 11 憂構文献 1........14 

第62挽 /〆 肇構理蕃古文書 (全) 第89蹴華北市華北文物 1--10 

第63挽 11 肇糟通史 1--3 第90競 /1 華北文献 1--5 

第64披 11 肇構省通志稿 1 ~40 第91蹴壷湾省華北牒文献叢輯 1--2 

第65強 11 壷北市志 1.........12 第92披 If 新竹文献曾通訊 (全〉

第66蹴 11 華北勝志 1 ........12 第93挽 11 苗中彰三勝文献 (全)

第67鋭 λr 基隆市志 1........12 第94蹴壷湾省雲林文献 1"'2 

第68蹴 11 桃園勝志 1 "'-'10 第~5説 11 嘉義文献 }--6 

第69蹴 1/ 新竹鯨志 1.........9 第96掛 /ア 肇南文化(沓刊) 1.........8 

第70s点 11 苗栗原系志 1.........12 第97挽 11 塞南文化(新刊) 1........ 6 I 

第71説 11 蓋中市志 1........9 第98掛 11 南蹴文献 1.........5 

第72蹴 11 聾中将定、稿・大事記〈全) 第99鵠高雄市高市文物 1-....2 

‘ 
第73蹴 1/ 彰化勝志稿 1.........5 第100蹴塞糟省宜蘭文献 (全)

第74貌 11 南投鯨志稿 1.........12 第101挽 11 花蓮文献 (全)

第75挽 1/ 雲林鯨志稿 1.........18 第102蹴 点F 蔓東文献 (全)
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附属図書館運営委員会委員

昭和61年 4月1日付で附属図書館運営委員会委員が大巾に変りましたロ

委員は次のとおりです。

部 局 職 名 専 攻 氏 名

図 書 館 館 長
農 産

園府田 佳 弘
施設工学

医学部分館 分館長
生理学講座

金 城 清 勝
〈第一教室〉

法文学部 助教授
中国文学及

上 盟 賢 一
び琉球文学

It 助教授 民 法 柳 勝

教育学部 教 授 家庭管理 新 t百 都代子

11 教 授 歴 史 学 西 里 喜 行

理 学 部 l 助教授 力 点子..... 神 盟 常 雄

解析学及び
11 助 教 授

応用数学
回白保 敏 彦

医 学 部 教 授
基礎保健学

加 納 隆 至
講 座

N 教 授
内科学講座

村 悟 良日
(第二内科・) 一

工 A子'4 部 助 教 授 建設構造学 森 下 陽 一

11 助 教 授
電子・情報

仲 尾 善 勝
基 礎 学

農 うA且ニ4 部 助 教 授
農 産

秋 水 孝 義
施設工学

H 助 教 授 育 種 学 佐 藤 茂 {変

教 養 部 教 授 法 学 士百 花 豊 JI頂

11 教 授 文 ザ，>>.Jーh 仲 キ塁 E日ヨ 徳

短期大学部 教 授 文化人類学 比 嘉 政 夫

11 助 教 授 機び械機材械工料作及 屋 良 秀 夫

-13 -
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昭和61年5月l日現在

任 期

自昭和60年10月1日
至昭和62年9月30日

自問和61年4月1日
至昭和63年3月31日

自 昭和平日61年4月1日
至悶 63年3月31日

自 昭 和60年4月1日
至昭和62年3月31日

自昭和61年4月1日
至昭和田年 3月31日

自昭和60年4月1日
至岡和62年3月31日

向.昭和61年4月1日

至昭和63年3月31日

自昭和60年4月1日
至悶和62年3月31日

白 昭和和59年年10月月 1日
至昭 61~ 9 F:l30日

自昭和60年10月1日
至昭和62年9月30日

自昭和61年4月1日
至昭和63年3月31日

自昭和60年4月1日
至昭和62年3月31日

自昭和61年5月1日
至昭和63年4月30日

自 昭和60年4月1日
至昭和62年3月31日

自問和61年4月1日
至昭和63年3月31日

自昭和661年4月1日
至昭和 3年3月31日

至自 昭昭和和6631年年43月月311日日

自昭和61年4月1日
至昭和63年3月31日
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附属図書館事務組織の変更について

昭和61年 4月1日から附属図書館事務組織の一部が変りました。閲覧課雑誌係を改組し、新たに

学術情報係を設置しました。新旧事務組締図は次のとおりです。

〔事務組織図〕

(新)

整理課長

図書館長一一事務部長

閲覧課長

医学部分館長-_.・a・‘一一一一一一一一一…………図書館専門員一….A~.! 

(1日)

整理課長

図書館長一一事務部長

閲覧課長 I -1-
医学部分館長………一一一一一一一一一一一一…図書館専門員一

-14 -

総務係

受人係

整理係

分館整理係

閲覧係

参考調査係

学術情報係

分館閲覧係

総務係

受入係

整理係

分館整理係

閲覧係

雑誌係

参考調査係

分館閲覧係
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担当業務の変更について

組織の改組に伴ない、以下のとおり係業務の変更があります。

O雑誌・国際資料 CUnesco. OECD， EC， UN)について

(1) 購入・受入業務は受入係 C2135・1階)へ

(2) 閲覧・複写サービスは参考調査係(2145・3階)へ

(3) 貸出・返却業務は閲覧係貸出カウンター(2142・2階)へ

O文献情報検索サービス C]OIS・DIALOG)について

(1) 従来、参考調査係が実施していた文献情報検索は学術情報係へ移行しました。(2146・3階〉

O新設の学術情報係においては次の事務をつかさどる。

(1) 学術情報処理忙ついての企画及び立案lζ関する乙と。

(2) 図書館業務の電子計算機処理K必要なシステムの開発に関するとと。

(3) 電子計算機の運用及び保守に関する ζと。

(4) 情報検索K関する乙と。

(5) 所掌事務の調査報告に関する ζ とo

(6) その他学術情報の処理K閲する乙とロ

0参考調査係及び学術情報係の事務室は 3階の旧雑誌係の後へ移設致しましたロ

内線電話番号

参考調査係長 2143 

参考調査係 2145 

学術情報係長 2146 

学術情報係 H 

一
一
一

一
ナ
一

一
一
一

-
コ
一

一
グ
一

一
ン
一

-

e

a

'

-

』
‘
‘
，
一

一
ウ
一

一
-
フ
一

一
プ
一

困るよねー

真夏の太陽のもとを急いで、来たらしい学生が、クーラーが全然効いていません。もっと涼しくな

るようにしてくださいという D しばらくして朝から静かに勉強していた学生が、図書館のクーラー

は効きすぎで、もう少し経済的にしたらどうかと忠告してくれた。学生の言うことは、至極もっと

もな乙とばかりなのですが、 1日比1，000人以上の学生が図書館K入館するので、学生個人個人を

重視したいのですが、どうもね一。

わが広くない庭さきで、ハプを見つけて、近所陀住むハブ取り名人にその捕獲を依頼した。早速

駆け乙んできて、くだんのハブを見て、名人が申しました。["小さすぎるよ、もう少し大きくして

から捕ろうね。」

(閲覧課 T. Y) 
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利用規程の制定

voJ. 19 No. 2 1986 

図書館の千原キャンパス移転後、閲覧業務の電算化、諸設備等の充実陀より閲覧規程が実状ft

そぐわなくなったので、昭和57年以来検討を重ね、図書館運営委員会の議を経て、名称も「利用

規程」と改め昭和61年4月1日付で制定の運びとなった。

琉球大学附属図書館利用規程

(趣旨〉

(昭和61年 4月 l目、
制定/

第 l条 乙の規程は、琉球大学附属図書館規則第8条の規定に基づき、琉球大学附属図書館(医学

部分館を除く。以下「本館」というロ)の利用lζ関し、必要な事項を定める。

(利用者)

第2条 本館を利用することができる者は、琉球大学(以下「本学」という。〉の職員、学生及び

附属図書館長(以下「館長」という。)が特に認めた者とする。

(開館時間等)

第3条 本館の開館時間は、次のとおりとする。ただし、館長は、必要があると認めたときは、開

館時聞を変更し、文は閉館する ζ とができる。

曜 日 開 館 時 間

8時30分から21時まで
月曜日から金曜日まで

(春季、夏季及び冬季休業期間中は 8時30分から17時まで)

土 曜
8時30分から17時まで

日
(春季、夏季及び冬季休業期間中は 8時30分からは時30分まで)

(休館日)

第4条 本館の休館日は、次の各号に掲げるとおりとする。ただし、館長は、必要があると認めた

ときは、臨時に開館する乙とができる。

(1) 日曜日

(2) 国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第 178号)fζ規定する日

(3) 関学記念日 (5月22日)

(4) 12月29日から翌年 1月3日まで

〈利用者の遵守事項〉

第5条 本館の利用者(以下「利用者」という。)は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければな

らない。
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(1) 入館するときは、身分証明書文は学生証を携行すること。

(2) 図書館資料は、所定の場所で閲覧する乙と。

(3) その他係員の指示に従う ζ と。

(貸出し)

第6条 図書の貸出しを受ける乙とができる者は、本学の職員、学生及び館長が特lζ認めた者とす

vol. 19 No.2 1986 

るo

2 貸出図書の冊数及び期聞は別表のとおりとする。

3 前項の規定lとかかわらず館長は、春季、夏季及び冬季休業期間中においては、長期貸出しを行

う乙とができるo

4 館長は、前項の規定にかかわらず必要と認めたときは、貸出し期限内であっても返却を求める

乙とができる。

(貸出禁止)

第7条次の各号に掲げる図書館資料の貸出しは行わない。ただし、館長が特iζ許可した場合は、

乙の限りでない。

(1) 貴重書

(2) 辞書、法令集等の基本参考図書

(3) マイク u資料等

(4) 特に館長が指定した資料

(図書の返却)

第8条借用中の図書は、返却期限内lζ返却しなければならないロ

第 9条 利用者は退職、休職、転任、卒業、休学文は退学の時は直ちに借用中の図書を返却しなけ

ればならないロ

(図書館資料の複写)

第10条 図書館資料の複写利用については、琉球大学附属図書館文献複写規程の定めると乙ろによ

る。

(参考調査)

第11条 利用者は、次の各号fL掲げる参考調査を依頼する乙とができる。

(1) 学術文献の書誌的調査

(2) 学術雑誌の所在調査

(3) 研究機関・研究者等の調査

(相互利用)

第四条 利用者は、教育、研究及び学習の必要がある場合、他の図書館等が所蔵する図書館資料利

用のあっせんを依頼する乙とができる。

第13条 館長は、他の図書館等から図書館資料の利用Kついて依頼があったときは、支障ないかぎ

り利用させる乙とができる。

(施設等の利用〉

可

f
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第14条 次の各号に掲げる施設設備を利用しようとする者は所定の手続}とより館長の許可を得なけ

ればならないロ

(1) 教官閲覧個室

(2) 演習室

(3) 視聴覚室

(4) 語学研修室

(5) マイクロリーダ一室

(弁償)

第15条 利用者は、当該図書館資料及び施設等を汚損し、破損し文は遺失した時は弁償しなければ

ならない。

(利用の制限)

第16条 館長は、この規程の定めに違反した者K対しては、本館の利用を制限又は禁止することが

できる。

(補目Ij)

第17条 乙の規程K定めるもののほか、利用K関し、必要な事項は館長が別に定める。

附則

1 乙の規程は、昭和61年 4月 1日から施行する。

2 琉球大学附属図書館閲覧規程(1963年 6月29日理事会制定)は廃止する。

別表〈第6条第 2項関係)

九図~書---区1分 ~和~用~者~一区一一ー分 職 員
大学院生、研究生、 学部学生、聴講生、

専攻科生 その他

供 用 図 書 20 冊 10 冊 5 冊

指 定 図 書 。 3 3 

沖縄関係開架図書 2 2 2 

アメリカ研究図書 3 3 3 

iにk3 言十 25 18 12 

1. 貸出期間は10日間とする。ただし長期貸出期間は春季、夏季及び冬季休業に入る10日前から

休業終了の10日後までとする。

2. 本学職員及び学生以外の者に対する図書貸出しは、学外者利用細則の定めると ζ ろによるロ
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図書館事情|

〔第 167回図書館運営委員会〕

日時:昭和61年5月8日(木).13 : 30-

場所:図書館会議室

議題1. 運営委員会の開催日曜について

2. r教官研究用図書貸出細則J (案)について

報告事項

1. 学術雑誌見直し検討委員会(第 3回)

2. 沖縄研究資料調査収集小委員会(第11回)

3. 計算センター運営委員会

4. 事務分掌規程の一部改正について

5. 業務電算化について

6. r志喜屋記念、図書館」銘板披露会について

7. 国連寄託図書館について

8. 九州地区国立大学図書館協議会(第16回)

〔出彊〕

昭和61年3月11日〈火)整理謀長・尾崎一雄

vol. 19 No. 2 1986 

国連寄託図書館の実情調査及び東大文献情報センターとの接続に関する打合せ、東京・ 13日まで

昭和61年 3月18日(火)整理係長・新城安善

図書館資料の整備状況調査、熊本・ 20日まで

昭和61年 3月24日(月)事務部長・前田正三

文部省と事務打合せ、国連広報センター及び外務省と国連寄託図書館花関する打合せ、東京・ 26

日まで

昭和61年3月25日〈火)附属図書館長・園府回佳弘

国連広報センター及び外務省と国連寄託図書館lζ関する打合せ、東京・ 27日まで

昭和61年 3月28日(金)参考調査係長・仲西盛秀

沖縄関係の資料調査、久米島・ 29日まで

昭和61年4月24日(木)附属図書館長・園府田佳弘・事務部長・前田正三・閲覧課長・山田勉

第16回九州地区国立大学図書館協議会及び第37回九州地区大学図書館協議会総会出席、福岡・ 26

日まで

昭和61年5月12日(月)学術情報係長・本郷清次郎

昭和61年度国立学校事務電算化基幹要員研修会出席、山梨県南都留郡・ 231::1まで 021::1問)

昭和61年5月20日(火)事務部長・前田正三・整理課長・尾崎一雄

昭和61年国立大学附属図書館事務部課長会議出席、東京・ 22日まで
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〔来館者〕

昭和61年 3月24日〈月)アセアン研修生7人

vol. 19 Nn 2 1986 

昭和61年3月24日(月)東京大学文献情報センター、西口仁典総務主任・小山修美事務官

昭和61年3月25日(火〉東京大学文献情報センタ一、井上知教授・大山敬三助手

昭和61年 3月26日(水〉文部省学術国際局学術情報課酒井和 庶務係長・清野義信事務官

開和61年 4月7口(月)ジョージ・ H・カー先生

昭和61年 5月21日(水〉防衛大学校浅野芳正図書館長

昭和61年 5月26日(月) Kadena AB Library Ms. Nova C. Mapdox (Chief Librarian) 

Carol J. Castiglion CAssistant Librarian) ，我那覇雪子

〔人事異動〈昭和61年4月1日付)) 

整理課医学部分館整理係長・豊平朝美・整理課受入係長より

閲覧課閲覧係長・宮島恵暁・閲覧課雑誌係長より

整理課受入係長・松原敏夫・閲覧課閲覧係より

閲覧課学術情報係長・本郷清次郎・整理課整理係より

整理謀総務係・玉城実・短期大学部学務係より

整理課受入係・平田武・閲覧課雑誌係より

整理課受入係・棚原津治・整理課総務係より

閲覧諜参考調査係・鹿田恭二・医学部管理課用度第二係より

閲覧課学術情報係・金城守・整理課医学部分館整理係より

整理課整理係・岡本淳子・新採用

閲覧課雑誌係・村吉政明・理学部・工学部会計係会計主任へ

整理課総務係・真志喜得永・医学部管理課用度第一係へ

整理課受入係・赤嶺久夫・医学部管理課用度第二係へ

〔その他〕

沖縄県大学図書館協議会研修会

昭和61年 3月13日(木)15 : 00-

講演者:琉球大学附属図書館整理課本郷清次郎

演題:大学図書館業務の電算化Kついて
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医学部分館コーナー

金城分館長再任

任期満了lとともない、医学部では次期分館長の選考が行なわれ、次期分館長には引き続き金城清

勝教授(生理学)が再任されました。なお、分館運営委員会委員は次のとおりです。

医学部分館運営委員会委員

昭和61年4月 1日現在

職 名 専 攻 氏 名 任 期

域 清 勝
自昭和61年 4月1目

分 館長 生理学教授 金
至昭和63年 3月31日

cjJ 重 徳、
自昭和61年 4月1日

委 員 解剖学教授 回
至昭和63年 3月31日

永 利 彦
自昭和61年 4月1日

委 員 ウィ ルス 学教 授 4国
至昭和63年3月31日

村 悟 良日
自昭和61年4月l日

委 員 内科学教授 一 至 昭 和62年 9月30日

茨 木 手R 夫
自昭和61年 4月1日

委 員 整形外科学教授
主昭和63年 3月31日

田 覧
自昭和61年 4月1日

委 員 耳鼻咽喉科学教綬 野
至昭和63年 3月31日

納 隆 至
自昭和59年10月1日

委 員 基礎保健学教授 加
至昭和61年 9月30日

崎 原 盛 造
自昭和61年 4月1日

委 員 保健管理学教授
至昭和63年 3月31日

河 野 伸 造
自 昭 和61年 4月1日

委 員 保健医学教授
至昭和63年 3月31日

ビデオ資料の利用案内

医学教育や研究Kなくてはならないのがビデオ資料ですが、間和60年度の医学科創設設備費iとよ

り次のような資料が購入されましたので・御利用下さい。なお、 Nu32、33はスライド、 44、45はディ

スクです。

1.ベーター遮断薬:新用法・新適応(16分) 2.心血管系におけるカルシウムプロッカー

(17分)
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3.高血圧:管理の展望(52分)

4.冠動脈疾患の新しい治療(17分)

5.中毒症候群:中毒の実用的指針(50分)

6. 自己免疫性rr状腺疾患の臨床的アプロー

チ(50分)

7.糖!ポ病:コントロール運動療法・妊娠の

進安(50分)

8. 1耕J，j(病の現在:家底で、の血糊モニタリン

グ(15分)

9. 。 :病態生理と治療(18分)

10.大腸栴:早期発見技術(20分)

1l. ijfl石:診断と治療の最新のアプローチ

(11分)

12.腸符の炎症性疾忠:I臨床{象と患者の予後

(46分)

13. u~m神経症状の臨床診断(17分)

14.肥満の管理(19分)

15. JflL特炎の臨床的特徴(52分)

16.家庭でのI恥液透析(16分)

17.附息:アレルギー その他(52分)

18.むずかしい肺炎 Part 1.特徴的所見

(34分)

19 . " P art 2. 日和見感染

20.月Ili4t¥li:共通の反応性(52分)

21. '1せ'1¥t1::1羽本tl:J!IIj疾忠の治療(47分)

22. 組.(~:i皮. i診断用エコー (48分)

23. 1.ポ路結石:広範な治療的試み(13分)

24.放射線医学ビデオシリ}ズ 全9巻

25.吸収不良疾候群(14分)

vol. 19 No. 2 1986 

26.消化性潰蕩の治療 PART 1 PART 2 

27.熱帯病:診断上の難題(17分)

28.心電図の読み方全4巻

29.心エコー図診断のコツ 全 3巻

30.腹部疾患超音波診断のコツ 全 3巻

31.超音波画像抽出のコツ 全 3巻

32.血液学会卒後研修用サウンドスライド集

No 1-13 

33. 日本肝臓学会サウンドスライド集

No 1、4-6、9-14

3ι 思春期精神医学:病的行動と成長過程の

鑑別(51分)

35.幼児の健康管理の発育的見地からのアプ

ローチ (52分)

36.組換型DNAと臨床的進歩(17分)

37.急性白血病とプライマリーケア医(18分)

38.急J性骨随性白血病:診断05$子)

39.後天性免疫不全杭候群 A 1 D S (18分)

40.新生児学:生存率を上げる 5つの方法

(16分)

41.アルコール中毒症の診断と患者管理(40

分)

42.発育障害児の診察(27分)

43.医学英語基礎講座産婦人科泌尿生殖

器系骨格系臓器系心血管系呼吸器

系消化器系

44.医用画像診断技術シリーズ 全5集

45.血 液 学 病 理 学 診 断 学
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分 自官 事 '情

〔第12回運営委員会〕

日 時:昭和61年4月21日(月)16: 00-

場 所:医学部分館会議室

議 題:新委員との意見交換及び諸問題について

報告事項 L 視聴覚機器の設置について

2. パックナンバー及びビデオ資料の受入について

3. 園試対策図書のコーナー設置について

4. 医学基本図書(洋書)の受人について

5. 昭和62年度概算要求について

6. 文献の所在情報検索サービスについて

7. 利用状況について

8. 医学部分館運営委員会議題及び報告事項

〔第13回運営委員会〕

日 時:昭和61年 5月26日(月)16: 00 ....... 

場 所:医学部分館会議室

議 題:購入学術雑誌の増加について

報告事項:昭和60年度執行状況について

一夏休み期間の開館.について

7月8日(火)まで夜間開館を行ないます。

7月9日(水)"-8月30日(土〉

月~金 午後 5時まで

土 午後12時半まで

9月1日(月)から平常通り夜間開館を行ないます。
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